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概 要 : FRP製 ア レγ ャ- ij;" - ト は 、 長 時 間 の 航 海 に お け る 居住 性 、 快適 性 か ら 騒

音 振 動 の 低減 を 切 望 さ れ て い る 。 今 回 、 7 " レ γ ャーポ ー ト 騒 音 振動 低 減 の 一 環 と

し て 制 振 特性 の 良 好 な すY ド イ け構造 を 有 す る 制 振 FRP並 び に 制 振合 板 を 開 発

し た 。 制 振 FRP並 び に 制 振 合 板 は 、 常 温 に て η .= 0 . 1 以 上 、 接 着 性 、 施工

性 良 好 で 、 7 " レ γ ャーポ ー ト に て 約 4 dB の 騒 音低 減 効 果 が あ っ た 。

1 、 は じ め に

最 近 、 自 動 車 や 家 電 製 品 は の み な ら ず あ ら

ゆ る 製 品 の 静 粛化 は 高 品 質 化 と 相 ま っ て 社 会

的 常 識 と な り 、 騒 音 振 動 対 策 、 特 に 制 振 材料

の 研 究 は 目 を 見 張 る も の が あ る 。

マ リ ン 舟艇 に お い て も 、 居 住 性 、 快 適 性 及

び高 品 質 化 の 観点 か ら 、 騒 音 振 動 の 低 減 は 大

き な 課題 で あ る 。

今 回 、 ヤ マ ハ 発 動 機 ( 株 ) 殿 よ り の 開 発依

頼 に 基 づ く プ レ ジ ャ ー ボ ー ト の 騒 音 振 動 低 減

対策 の 一 環 と し て 、 F R P 船 側 板 及 び F R P

サ ロ ン 床 用 、 並 び に 隔 壁合 板 用 制 振 材 の 開 発

を 行 っ た の で 紹 介 す る 。

2 、 騒 音 発 生 の メ カ ニ ズ ム

マ リ ン 舟艇 の 騒 音 発 生 の メ カ ニ ズ ム は 、 図

. 1 の よ う に 推 測 さ れ る 。

図 . 1 マ リ ン 舟 艇 騒 音 発 生 要 因
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3 、 制 振 材 の 使 用 箇 所

プ レ ジ ャ ー ポ ー ト の 振動 騒 音 低 減 と し て 、

主 に 高級 サ ロ ン ク ル ー ザ ー で の E / G 室 の 前

後 隔 壁 合 板 、 F R P サ ロ ン 床 、 F R P 船 側 板

の 制 振性 の 向 上 を 図 っ た 。

図 . 2 制 振 材 対 策 個 所

4 、 制 振 合板 の 開 発

4 . 1 要 求 特 性

( 1 ) 損 失 係 数 : η = 0 . 1 以 上 ( 2 0-c 付 近 )

( 2 ) 周 波数 特 性 : 2 0 0-- 5 0 0 に ピ ーク を 有 す る 事

( 3 ) 許 容 温 度 範 囲 0 -- 8 0 0C

( 4 ) 強 度 : 同 一 板 厚 で 基 板 と 同 等 の 強 度 を 有

す る 事 。

( 5 ) コ ス ト
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